
【別紙様式３】 

再評価実施事業調書 

番号 3 事業名 
社会資本整備総合

交付金（河川事業） 
路 線 又 は 箇 所 名 等 

二級河川 海老川水系  

海 老 川 , 飯 山 満 川 

事 業 所 管 課 河 川 整 備 課 事 業 主 体 千 葉 県 

事業化 

年 度 

昭和 

51 年度 

用地着手 

年度 

昭和 

51 年度 

工事着手年度 

工事終了年度 

昭和51年度 

令和20年度 

再評価の 

理  由 
再々評価 

費用便益比 

B/C 
7.6 

(1.3) 
総費用 

2,201 億円 

(226 億円) 
総便益 

16,766 億円 

(286 億円) 
基準年 

令和 

5 年 

供用開始 

年度 

令和 

20年度 

※上段：全体事業費 下段( )：残事業費 

【事業概要】 

（目  的） 

海老川流域では、昭和 30 年代後半からの市街化の進展に伴い浸水被害が度々発生した。昭和 51

年度から下流区間の河川改修に着手し、河口から飯山満川合流点までの区間において、河道拡幅

が完了している。 

また、支川の飯山満川流域においても市街化が進展しているほか、土地区画整理事業が進めら

れており、流出量の増加が想定される。 

このため、海老川及び飯山満川流域における浸水被害の軽減を図ることを目的に、河川改修を

進める。 

(主な実施内容) 

・河道改修（河道拡幅、掘削、築堤） 

海老川(2,670m), 飯山満川(2,800m) 

・調節池整備（掘削、築堤、越流堤整備） 

海老川調節池, 飯山満川調節池 

【事業の進捗状況】(令和 5 年度末見込み)   

 全体計画(億円) 投資事業費(億円) 残事業費(億円) 進捗率(％) 

全 体 633.4 362.3 271.1 57.2 

【社会経済情勢等】 

① 流域状況 

海老川は、船橋市の北部丘陵地に源を発し、南流しながら船橋市街を貫流して東京湾に注ぐ  

流域面積 27.12km2、の二級河川である。飯山満川は海老川の左支川で、その流域面積は 5.45km2

である。首都東京に近いことから、高度成長期にはこれら流域において市街化が進展した。   

海老川下流域は船橋市街地になっていること、また、飯山満川流域では平成 8 年の東葉高速鉄道

の開通や区画整理事業が計画され、今後も人口・資産の集積が見込まれることから、浸水被害の

軽減を図ることは必要不可欠である。 

② 主な水害状況 

・昭和 59 年 7 月（大雨）   浸水家屋 2,064 戸 浸水面積  35ha 

・昭和 61 年 8 月（台風 10 号） 浸水家屋 2,426 戸 浸水面積  81ha 

・平成 25 年 10 月（台風 26 号）浸水家屋   51 戸 浸水面積 0.6ha 

③ 投資効果 ［裸書：全体事業、( )：残事業］ 

・浸水軽減世帯 12,200 世帯（3,480 世帯）  浸水軽減面積 200ha（61ha） 

④ その他（関連事業） 

・飯山満地区土地区画整理事業   事業開始 H4.1～ 

・海老川上流地区土地区画整理事業 事業開始 R4.3～ 

【対応方針（案）】 

全体事業の費用便益（B/C）は 7.6（残事業 1.3）であり、事業の投資効果も見込まれること、

また、区画整理事業など市街化の進展により今後も雨水の流出増が見込まれ、本事業への地元か

らの要望が大きいことから、事業を「継続」し、計画的な事業の推進を図る。 



【別紙様式４】 

事業概要図 

番号 3 
事業

名 

社会資本整備総合交付金 

（河川事業） 
路線又は箇所名等 

二級河川 海老川水系  

海 老 川 , 飯 山 満 川 

計画平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海老川 （河口～富士見橋）  

飯山満川 （東葉高速鉄道沿い）  

海老川
調節池

八栄橋



【別紙様式５】 

再々評価事業に関する調書 

番号 3 
事業

名 

社会資本整備総合交付金

（河川事業） 
路線又は箇所名等 

二級河川 海老川水系  

海 老 川 , 飯 山 満 川 

事業化年度 昭和 51年度 用地着手年度 昭和 51 年度 工事着手年度 昭和 51 年度 

【再評価(H30 年度)の概要】 

再評価実施年度 

（基準年） 
平成 30 年度 供用開始年度 令和 20 年度 対応方針 継続 

Ｂ／Ｃ 
6.0 

[1.4] 
総費用 

1,656 億円 

[212 億円] 
総便益 

9,983 億円 

[297 億円] 

( ※上段：全体事業、下段：[  ]：残事業 ） 

 

再評価時の委員会の意見及び当時の状況 

○継続することが妥当である。 

 

再評価時の進捗状況及び再評価時想定の 5 年後の進捗状況 

 計 画 進捗状況（平成 30 年度） 5 年後の推定進捗状況 

 全体事業費 627.2 億円 347.4 億円（55.4％） 417.4 億円（66.5％） 

  うち用地･補償費 286.4 億円 222.4 億円（77.6％） 238.4 億円（83.2％） 

  うち工事費 340.8 億円 125.0 億円（36.7％） 179.0 億円（52.5％） 
 

【再々評価（令和 5 年度）の概要】 

再評価実施年度 

（基準年） 
令和 5 年度 供用開始年度 令和 20 年度 対応方針 継続 

Ｂ／Ｃ 
7.6 

[1.3] 
総費用 

2,201 億円 

[  226 億円] 
総便益 

16,766 億円 

[  286 億円] 

( ※上段：全体事業、下段：[  ]：残事業 ） 

 

現在の進捗状況 

 計 画 進捗状況（令和 5 年度） 

 全体事業費 633.4 億円 362.3 億円（57.2％） 

  うち用地･補償費 289.4 億円 224.3 億円（77.5％） 

  うち工事費等 344.0 億円 138.0 億円（40.1％） 
 

再評価後の 

経過 

及び 

処理状況 

 

平成 21 年 2 月 海老川流域懇談会 再評価 (継続が妥当である) 

平成 26 年 1 月 千葉県 県土整備公共事業評価審議会 再々評価 

(継続が妥当である) 

平成 30 年 1 月 千葉県 県土整備公共事業評価審議会 再々評価 

(継続が妥当である) 

 


